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棚底地区振興会

 
今
回
は
、
平
成
２
７
年
度
の
「
天
草
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
地
域
住
民

の
意
見
や
要
望
を
反
映
で
き
る
よ
う
早

目
の
実
施
と
な
っ
た
。
 

 

 
は
じ
め
に
天
草
市
の
現
状
や
こ
れ
か

ら
の
展
望
な
ど
市
政
の
概
要
に
つ
い
て

市
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
中
で
も
本

年
度
の
当
初
予
算
や
主
な
事
業
、
支
所

機
能
の
充
実
な
ど
詳
し
く
お
話
し
頂
き

時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
引

き
続
き
、
支
所
の
稲
田
係
長
か
ら
倉
岳

地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
 

 
質
疑
応
答
で
は
、
４
名
の
方
が
市
長

へ
質
問
を
さ
れ
た
。
区
長
会
の
堀
川
会

長
は
、
「
天
草
全
体
で
行
政
区
に
未
加
入

世
帯
が
５
５
０
０
戸
あ
り
、
倉
岳
だ
け

で
も
１
６
０
戸
も
あ
る
。
行
政
区
を
運

営
す
る
上
で
非
常
に
問
題
が
あ
る
。
市

長
名
で
加
入
を
勧
奨
で
き
な
い
か
」
と

問
題
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
強

制
は
で
き
な
い
が
、
文
書
で
加
入
促
進

を
働
き
か
け
る
こ
と
は
可
能
と
思
う
の

で
検
討
し
た
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。
 

 
外
に
棚
底
城
跡
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
交
流
人
口
を
増
や
す
方
策
が
で
き

な
い
か
、
倉
岳
の
拠
点
づ
く
り
の
核
と

し
て
農
産
物
販
売
所
や
資
料
館
を
兼
ね

た
施
設
を
造
っ
て
欲
し
い
な
ど
貴
重
な

提
言
が
あ
っ
た
。
 

 

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
 

 
中
村
市
長
ら
と
住
民
が
語
り
合
う
「
市

民
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
が
、
「
今
こ
そ
地
方

創
生
天
草
市
が
元
気
に
な
る
魅
力
的
な

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
 

天草Ｘアスロン大会 

 レースはシーカヤック・ＳＵＰで御所浦島など３つの島を巡
る８、４キロ。マウンテンバイクで倉岳山上駐車場まで上り、
矢筈岳を経由して梅の木に下りさらに西ノ原を山越えしてえ
びすビーチまでの２０キロ。ランニングはビーチから棚底港
沿いに走り石垣群を見ながら棚底城跡から急坂、海抜４５５
ｍのトレイルコースを一気に駆け上る５キロ。最後は、１８か
所のバイロンを通過し、ビーチの最終ターゲットを目指すパ
ラグライダー２４キロという４つの種目を競う、非常に過酷な
レースである。 
 今年は個人の部、団体の部４種目に県内外から約１７５
人が出場、地元からも天高倉岳校の先生、生徒たちが選手、
スタッフとして参加、大会を盛り上げていた。 また、振興会
体育部会員もトレイルランコースの６か所に役員を配置し、
選手誘導、交通整理などに協力した。 

シーカヤック・ＳＵＰの一斉スタート 

のぼり旗を持って力走する天高倉岳校生徒 
開会式前の会場風景 バイクで疾走する選手 

市政概要について説明される中村市長 
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296（+1）

1,094（+2）

合　計 1,242 1,241（-1） 3,002 3,000（-2）

宮　田 462 461（-1）

６月末

1,092

747（+3）

棚　底 485 484（-1） 1,166 1,159（-7）

浦 295

７月末

744

　人口動静

世　帯　数 人　　口

６月末 ７月末

主な行事予定 

 8月14日（金）棚底地区盆踊り 
 
 8月16日（日）口笛“音浴コンサート” 
 
 8月23日（日）公民館全体講座「倉岳学講座」 
 
 9月 6日（日）天草市合同避難訓練 
 
 9月13日（日）棚底地区敬老会 

図書室を見学に訪れた2年生たち＝6月10日 

 倉岳地区公民館全体講座の「親学講座」が

開講式を兼ねて７月１２日に開催された。 

 今回は、勇志国際高校の野田 将晴校長を

お招きして「勇志の教育から親子の絆を考え

る」という演題でご講演があった。 

 「勇志国際高校ってどこにあっとじゃろかい、

聞いたことがない」と思われる方が殆どではな

かろうか。実は、目と鼻ん先の御所浦島牧島

小あとに開校して１１年目という広域の通信制

高校である。現在１３００人以上在籍。 

 約７割が退学、２割が元気がよすぎる、１割

が心を病んでいるなど過去に心の居場所を失

くし入学している生徒が大半である。 

 学校では、そういった生徒の長所を認め、伸

ばすことに徹する教育で「生きてゆく自信」「日

本人としての誇り」を育んでおられるという。 

 開講式では受講

生を代表して平さ

んが、講演後は金

子さんがお礼のこと

ばを述べられた。  
 写真（右）は平さ
ん（左）は金子さん
受講生代表であい
さつされるお二人。 

か
け
ず
一
定

の
効
果
は

あ
っ
た
よ
う

で
す
。
 

 
問
題
は
こ

れ
か
ら
、
お
盆

に
か
け
て
帰

省
客
な
ど
が

多
く
な
り
、
風

紀
が
乱
れ
て

く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま

す
。
 

 
子
供
た
ち

が
事
件
、
事
故

に
遭
わ
な
い

様
、
地
域
全
体

で
声
掛
け
、
見

守
り
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
 

 
１
７
日
に

小
、
中
、
高
と

一
斉
に
終
業

式
が
あ
り
、
い

よ
い
よ
長
ー

い
夏
休
み
に

入
り
ま
し
た
。
 

 
地
域
づ
く

り
部
会
で
は
、

学
校
、
保
護
者
、

地
域
と
一
体

と
な
っ
て
午

後
６
時
か
ら

一
時
間
程
度

防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

ま
だ
明
る
い

時
間
だ
っ
た

が
、
部
活
帰
り

の
生
徒
も
見

 

 学校が生徒達の「心の居場所」となるための指導方法＝野田校長 

棚底港付近を巡回される先生達 

学校、保護者、地域みんなでパトロール 


